
テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
（
株
）
鈴
鹿
工
場

で
は
約
１
４
０
名
が
通
勤
の
た
め
に
自
転
車

を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
教
室
に
参

加
し
た
交
通
安
全
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
今

後
、
指
導
者
と
な
り
、
こ
う
し
た
社
員
へ
の

啓
発
活
動
を
担
っ
て
い
く
。

「
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
乗
り
方
に
つ

い
て
、
基
本
か
ら
学
べ
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ホ
ン
ダ
の
自
転
車
教
育
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
を
体
験
し
な
が
ら
吸
収
で
き
た
の

で
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
私
た
ち
で
継
続
し
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
真
に
自
立
し
た
交
通
安

全
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
坂
口
さ
ん

は
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
は
同
工
場
の
交
通
安
全
部
会

が
自
転
車
通
勤
者
の
事
故
防
止

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、

指
導
は
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
鈴
鹿
普
及

ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当
し
た
。

交
通
安
全
部
会
会
長
を
務
め

る
テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
（
株
）

鈴
鹿
工
場
管
理
部
生
産
管
理
課

課
長
の
坂
口
達
也
さ
ん
は
「
交

通
安
全
部
会
で
は
、
通
勤
時
間

帯
に
街
頭
に
立
っ
て
の
指
導
を
定
期
的
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
の
場
合
は
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
が
十
分
に
守
ら
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
自
転
車
通

勤
者
を
対
象
に
効
果
的
な
教
育
を
し
て
い
く
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教育
最前線

参加体験型の自転車教育により
通勤時の事故防止を目指す

テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
（
株
）
は
、
シ
ー

ト
を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
内
装
品
を
中
心

に
開
発
・
生
産
し
て
い
る
企
業
だ
。

５
月
17
日
、
テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
（
株
）

鈴
鹿
工
場
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
で
自
転
車
交

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の

第
一
歩
で
す
」
と
話
す
。
今
回
は
自
転
車
通

勤
者
と
交
通
安
全
部
会
の
メ
ン
バ
ー
を
合
わ

せ
た
26
名
が
参
加
し
た
。

最
初
は
座
学
。
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
安
全
走
行
の
基
本
と

な
る
正
し
い
運
転
姿
勢
や
ブ
レ
ー
キ
の
か
け

方
な
ど
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
自
転
車
は

道
路
交
通
法
上
、
車
両
と
し
て
扱
わ
れ
る
た

め
、
左
側
通
行
が
基
本
で
あ
る
こ
と
や
、
一

時
停
止
標
識
な
ど
ク
ル
マ
と
同
じ
ル
ー
ル
を

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。

指
導
を
担
当
す
る
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の

喜
井
美
雄
さ
ん
は
、「
自
転
車
は
車
両
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
ク
ル
マ
や
バ

イ
ク
の
よ
う
に
体
系
的
な
教
育
を
受
け
る
機

会
が
少
な
い
。
大
人
で
あ
っ
て
も
正
し
い
乗

り
方
や
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
基
本
か
ら
再
確
認
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
工
場
内
の
駐
車
場
に

設
定
さ
れ
た
練
習
用
コ
ー
ス
に
移
動
。
ま
ず
、

直
線
を
走
行
し
、
目
標
位
置
で
止
ま
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
。
座
学
で
学
ん
だ
ブ
レ
ー
キ
の
か

け
方
を
実
践
し
て
み
る
。
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
の
通
行
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
乗
り
方
を
見
な
が

ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

「
ホ
ン
ダ
の
交
通
安
全
教
育
は
参
加
体
験
型

が
基
本
で
す
。
体
験
し
て
み
る
こ
と
で
、
新

た
な
気
づ
き
が
生
ま
れ
、
座
学
で
学
ん
だ
知

識
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
喜
井
さ
ん
が
参
加
者
に
伝
え
た
。

連載 18

社
内
に
指
導
者
を
養
成
し
、

活
動
を
継
続
す
る
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1

「自転車交通安全教室」の内容

座学
体格に合わせた自転車の調整方
法から、正しい運転姿勢とブレー
キのかけ方、効率の良いペダルの
踏み方、自転車に関する法規を説
明。また、同工場周辺で注意すべ
き交差点の写真を見せながら、自
転車の交通事故で最も多い事故は
出会い頭であることを解説した。

●テイ・エステック（株）・自転車交通安全教室

●ブレーキのかけ方
左ブレーキをかけ、早歩き
程度のスピードに落としてか
ら、右ブレーキをかけて停止
するという基本操作を身につ
ける。

自転車交通安全教室には坂口さんをはじめ、交通
安全部会のメンバーも参加した

8本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１０年８月２０日発行予定となります。

実技2

●低速バランス
約2m間隔で並べられたパ

イロンに接触しないように通
過するトレーニング。受講者
は左ブレーキでスピードをコ
ントロールしながら低速での
バランス感覚を養う。

●駐車車両の側方通過
やむを得ず車道の中央付近

にはみ出す時は、必ず後方か
らクルマが接近していないか
確かめることを身につけても
らう。

●
大
阪
市
立
東
高
等
学
校
（
大
阪
府
）

生
徒
指
導
部

加
藤
　
修
さ
ん

本
校
は
全
校
生
徒
の
約
半
数
が
自
転
車
で
通
学
し

て
い
ま
す
。
朝
、
遅
刻
ギ
リ
ギ
リ
の
時
間
に
慌
て
て

登
校
し
て
ク
ル
マ
と
接
触
し
た
り
、
安
全
確
認
が
不

十
分
で
歩
行
者
と
接
触
す
る
な
ど
、
年
に
数
件
は
事

故
が
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
生
徒
た
ち
に

は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
登
校
す
る
よ
う
に
日
々
指
導

し
て
い
ま
す
。

他
校
の
交
通
指
導
や
実
践
を
参
考
に
し
て
い
ま
す

が
、
一
朝
一
夕
に
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
S
J
紙
に
自

転
車
で
の
危
機
回
避
な
ど
の
記
事
が
乗
っ
て
い
る
と
、

時
に
は
コ
ピ
ー
を
し
て
担
任
ら
に
配
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ク
ル
マ
か
ら
見
た
自
転
車
の
様
子

の
解
説
、
無
灯
火
だ
と
な
ぜ
危
険
な
の
か
と
い
っ
た

情
報
な
ど
が
あ
る
と
生
徒
の
指
導
に
役
立
つ
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご愛読者のみなさまへ
SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせ
ていただくため、みなさまのご意見･ご感想･ご
要望を下記メールアドレスにてお待ちしており
ます。

sj-mail@spirit.honda.co.jp

読
者
の
声

正
し
い
乗
り
方
を

実
践
し
て
も
ら
う

●見通しの悪い交差点の通行

停止線がある場所ではその
手前で一旦止まり、その後、
徐々に前に出て安全確認を行
う。「頭を動かして、左右をよ
く見てください。また、安全
確認の前に右側のペダルを上
（斜め前45°の位置）にセッ
トしておくと、スムーズに発
進することができます」とイ
ンストラクターがアドバイス
した。

自
転
車
に
関
す
る
知
識
を

再
確
認
す
る

ポ
イ
ン
ト
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